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X16a z ∼ 2におけるK-selected星形成銀河の星形成率と金属量
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赤方偏移 z ∼ 2は、銀河の星形成活動が非常に活発で、銀河の形成進化を理解する上で重要な時代である。この
時代の銀河を選出する方法の一つとして、B − zと z −K のカラーを用いた BzKカラーセレクションがあり、ダ
スト吸収の影響をあまり受けず、効率よく z ∼ 2の星形成銀河 (sBzK銀河)を選出できる利点を持つ。
我々は、Subaru Deep Fieldにある 40個の sBzK銀河について、Subaru/MOIRCSを用いて近赤外分光観測を

行ない、0.9–2.3µmのスペクトルを取得した。そのうち、15個の銀河でHαとその他に [NII]などの輝線を検出し
た。また、BV Ri′z′Kの多色データを用いて SEDフィッティングを行い、星質量を得た。本講演では、この 15個の
sBzK銀河について、輝線から得られた性質と星質量の関係を紹介する。同様の研究として、UV-selectedの z ∼ 2
星形成銀河を用いた Erb et al.(2006)がある。しかし、我々のK-selected銀河サンプルのほうが星質量リミットの
サンプルに近く、星質量との関係を調べるのに適している。
Hα光度から星形成率 (SFR)を求め、単位星質量あたりの星形成率 (SSFR)を得た。SFRは星質量の大きな銀河

ほど高いが、この SFRの増加率は星質量と比べて緩やかである。そのため、SSFRは星質量の大きな銀河ほど逆に
小さくなる。この SSFRと星質量の関係は、星質量の小さな星形成銀河ほど質量成長が大きいことを示唆する。さ
らに、Hαと [NII]輝線の光度比から、金属量 (12+log(O/H))を調べ、星質量-金属量関係 (M -Z関係)を得た。Erb
et al.(2006)の UV-selected銀河と同じ傾きのM -Z 関係が得られたが、sBzK銀河は同じ星質量の UV-selected銀
河より平均して 0.2dexほど金属量が大きい。我々の sBzK銀河の方が赤い R-K カラーを持つことから、z ∼ 2の
M -Z 関係にはカラー依存性があることが示唆される。


